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武器を取れ ! 出陣だ ! 急を告げろ ! 太鼓を打ち鳴らせ !
兵すべてを戦いに動員せよ ! フランス全てが
武装するのだ ! 名誉が取られたのだぞ ! 3320　　　　　　　
王冠が，守護神がかすめ取られたのだぞ !



















































































神の子と呼ばれるであろう」2 という人間全体に対するものである．クラウゼヴィッツ（C. v. 
Clausewitz 1780-1831）は「武力闘争とは，他の手段による政策の延長である」という言葉を含
























































「縛りを解かない」（dich nicht zu befreien，3391）と約束させようとするが，彼女は「私の唯一















ラーがそこで問題にしているのは「自由，解放」（Freiheit, 形容詞は frei, 動詞は befreien, 














































































































































































り，13 詩行に渡る台詞が続くが，これについては 3468 から 76 の 9 詩行を「1」で紹介したの




















































































































































































































































































　　私，どうしたのかしら ― 軽い雲が私を持ち上げ ―
　　重い鎧が羽衣になって，

































































































































































自己を「形成する」（bilden, 形成する， sich bilden 自分自身を形成する）である．戦争体験から
自らの所業を悔いて平和を求めたヨハンナは師の課した運命に導かれて，自己をあの地点まで形
成したと言えよう．


















取ったと書いている．そこには墓地の絵が描かれ，屋号として >zum ewigen Frieden< と書かれ
ていた．ドイツ語の前置詞 >zu< は屋号に付けられるもので，それは「永遠平和屋」旅館となり，
客はゆったり安すらぎ，ぐっすり眠られる宿泊の保証を表しているが，その旅館の主人はイロ
ニーを利
き
かせて墓地を描かせたのだ．確かに墓に眠る兵士は戦いから永遠に解放されている．平
和という言葉は戦争という現実があるから存在するのであって，カントも現実の王侯，政治家，
軍人を見れば，この哲学的提案により簡単にそれが実現されるとは思わず，「永遠に平和を求め
て」というイロニーを込めて，このタイトルを付けたのだろう．シラーのこの主人公も，いつ狭
い民族主義の英雄としての乙女ヨハンナから解放され，平和を求める世界市民と見
み
做
な
される様に
なるのだろうか．
 完
